
中央防災会議広域対策WGにおけるシミュレーション結果

ケース 西南西風が卓越し、噴火が１５日間継続した場合

被害の程度
町田市及び八王子市の一部 ３０ｃｍ以上

多摩地域をはじめ、区部の大部分 ２～１０ｃｍ程度以上

想定される影響

（一部抜粋）

鉄 道

道 路

人 の 移 動

電 力

通 信

上 下 水 道

建物・附帯設備

健 康 被 害

運航停止や輸送量の低下が発生

視界不良、交通量増等による渋滞が発生

一次滞留者の発生、帰宅・出勤等の移動困難が生じる

停電が発生

電話の輻輳、通信障害が発生

断水の発生、下水道の使用制限

木造家屋の倒壊、空調設備の不具合

目・鼻・喉・気管支等に異常を生じることがある

１ 富士山噴火による降灰に伴う影響

ポイント

東京都は、令和５年12月に策定した「大規模噴火降灰対応指針」における降灰対策の方向

性を踏まえた、関係機関の役割分担や、降灰対策の計画への位置付けや島民の安全確保に向け

た避難体制の一層強化を目的として、地域防災計画（火山編）の修正を行いました。

富士山については、1707年の宝永噴火から約300年が経過し、いつ大噴火が起こるとも知

れない状況にあります。富士山が大噴火した場合、最悪のケースでは都内においても降灰が大

量かつ広域に及ぶことから、道路等の交通網の混乱や停電の発生など、首都機能の麻痺に直結

する被害が生じ、社会経済活動に甚大な影響が生じることが想定されています。

〇 気象情報や行政機関からの情報を収集し、施設周辺の状況把握を行います

〇 消防用設備等及びその他防災設備の故障、損傷及び機能停止の有無を点検します。

〇 消防用設備等の機能停止等があった際は、速やかに復旧措置をとり代替措置を実施します。

〇 停電発生時は、復旧後の出火防止のため電熱機器等の電源を切りコンセントを外します。

２ 降灰時の防火安全対策

降灰は、粒子が細かくガラス片・鉱物結晶片から成り、目や呼吸器系に影響を与える可能性

があることから、降灰環境下での自衛消防活動が想定される場合は防塵マスクやゴーグルを配

置しましょう。

また、ライフラインの途絶に備え、震災対策と同様に非常用物品、備蓄品等を備えておきま
しょう。

東京都地域防災計画（火山編）

（東京都防災ＨＰ）

資料３
火山噴火に伴う降灰時の防火安全対策

資料４
震災対策に係る東京都の動き

２ 地域防災計画（震災編）の修正

３ 事業所防災リーダー制度

東京都地域防災計画（震災編）

（東京都防災ＨＰ）

事業所防災リーダー制度

（東京都防災ＨＰ）

ポイント

○ 東京都は、新たな被害想定で明らかになった震災リスクから都

民の命とくらしを確実に守るため、東京の総力を挙げて防災対策

を進める上での羅針盤となる地域防災計画（震災編）の修正を行

いました。

○ 大地震等の発生時、事業所では従業員等の安全確保や、一

斉帰宅の抑制等による混乱防止が重要です。都では職場で

防災対策を推進するリーダーが「事業所防災リーダー」に登

録することで都からの防災に関する情報が受信できる「事

業所防災リーダー制度」を推進しています。この制度を活用

し、日頃から職場での防災の普及啓発を進めるとともに、災

害時には周囲の人たちに安全の確保を呼びかけるなどの活

用が期待されます。

〇 １０年間の変化等を踏まえた課題と解決に向けた基本認識

〇 ３つの視点と分野横断的視点に基づく減災目標の設定

〇 減災目標とその達成に向けた指標及び主な取組

１ 被害想定の見直し

○ 前回の被害想定からの約１０年間に住宅の耐震化や

不燃化対策などの取り組みが進展した一方、高齢化の

進行や単身世帯の増加など、社会構造も変化しました。

それらの変化や最新の知見等を取り入れ、東京都が新

しい被害想定を発表しました。（令和４年５月）

首都直下地震等による東京の被害想定

（東京都防災ＨＰ）
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事
業

所
防

災
計

画
表

防防
災災

にに
つつ

いい
てて

のの
任任

務務
分分

担担
をを

確確
認認

すす
るる

。。

日
常

の
点

検
や

防
災

訓
練

が
確

実
に

実
施

さ
れ

る
よ

う
に

、
責

任
者

を
定

め
て

実
行

し
ま

す
。

防
災

責
任

者
（

）

火
元

責
任

者
（

）

建
物

・
施

設
担

当
（

）

火
気

・
電

気
設

備
担

当
（

）

消
火

器
担

当
（

）

防
災

訓
練

担
当

（
）

建 建
築築

物物
のの

安安
全全

をを
確確

認認
しし

、、
オオ

フフ
ィィ

スス
家家

具具
をを

固固
定定

すす
るる

。。

柱
や

壁
に

、
ひ

び
や

剥
離

が
な

い
か

を
確

認
し

ま
し

ょ
う

。

窓
ガ

ラ
ス

に
は

飛
散

防
止

を
し

て
、

オ
フ

ィ
ス

家
具

は
転

倒
し

な
い

よ
う

に

固
定

器
具

等
で

確
実

に
固

定
し

ま
し

ょ
う

。

危 危
険険

物物
等等

のの
容容

器器
がが

転転
倒倒

・・
落落

下下
しし

てて
流流

出出
しし

なな
いい

よよ
うう

にに
すす

るる
。。

火火
をを

使使
用用

すす
るる

設設
備備

等等
のの

安安
全全

をを
確確

認認
しし

、、
付付

近近
にに

はは
可可

燃燃
物物

をを
置置

かか
なな

いい
。。

危
険

物
等

の
容

器
は

地
震

に
よ

り
転

倒
・

落
下

し
た

り
、
周

囲
か

ら
物

が
落

ち
て

き
た

り

し
な

い
場

所
で

保
管

し
ま

し
ょ

う
。

火
を

使
用

す
る

設
備

等
の

付
近

に
可

燃
物

を
置

く
と

火
災

発
生

の
原

因
に

な
り

ま
す

の

で
、

火
を

使
用

す
る

設
備

等
の

付
近

に
可

燃
物

を
置

か
な

い
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

窓
ガ

ラ
ス

に
は

飛
散

防
止

を
し

て
、
オ

フ
ィ

ス
家

具
は

転
倒

し
な

い
よ

う
に

固
定

器
具

等

消消
火火

器器
をを

準準
備備

すす
るる

。。

地
震

時
は

、
消

火
栓

や
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

設
備

の
配

管
が

破
損

す
る

場
合

も
あ

る
の

で
、

初
期

消
火

に
は

消
火

器
が

有
効

で
す

。

避 避
難難

経経
路路

をを
確確

保保
すす

るる
。。

階
段

や
廊

下
な

ど
の

避
難

経
路

に
物

が
置

か
れ

て
い

る
と

、
地

震
や

火
災

の
際

の
避

難
の

障
害

に
な

り
ま

す
。

定
期

的
に

避
難

経
路

を
確

認
し

ま
し

ょ
う

。

非
常

用
物

品
や

救
出

用
資

器
材

を
準

備
す

る
。

け
が

人
の

救
出

や
応

急
手

当
が

で
き

る
よ

う
に

資
器

材
を

準
備

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
非

常
用

物
品

や
救

出
用

資
器

材
は

持
ち

出
し

や
す

い
場

所
に

保
管

し
、

定
期

的
に

点
検

し
ま

し

ょ
う

。

安
否

確
認

方
法

を
周

知
す

る
。

従
業

員
、

家
族

等
と

の
安

否
確

認
方

法
を

周
知

し
ま

し
ょ

う
。

地
震

発
生

時
に

は
電

話
が

つ
な

が
り

に
く

く
な

る
こ

と
を

踏
ま

え
て

、
携

帯
電

話

の
災

害
用

伝
言

板
や

災
害

用
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル
１

７
１

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
・

サ
ー

ビ
ス

（
Ｓ

Ｎ
Ｓ

）
等

の
複

数
の

連
絡

手
段

を
確

保
し

ま
し

ょ
う

。

防 防
災災

訓訓
練練

やや
防防

災災
教教

育育
をを

定定
期期

的的
にに

行行
うう

。。

地
震

を
想

定
し

た
訓

練
を

定
期

的
に

行
い

ま
し

ょ
う

。
ま

た
、

地
域

の
防

災
訓

練
に

参
加

す
る

と
、

周
辺

地
域

と
の

連
携

に
も

役
立

ち
ま

す
。

訓
練

に
合

わ
せ

て

防
災

教
育

を
実

施
し

、
計

画
の

内
容

を
従

業
員

に
周

知
徹

底
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

一 一
斉斉

帰帰
宅宅

のの
抑抑

制制
をを

周周
知知

すす
るる

。。
帰帰

宅宅
困困

難難
者者

対対
策策

をを
確確

認認
すす

るる
。。

地
震

発
生

直
後

の
一

斉
帰

宅
行

動
は

、
自

宅
に

帰
る

こ
と

が
で

き
な

い
人

た

ち
（

帰
宅

困
難

者
）

が
多

数
発

生
し

、
混

乱
や

二
次

災
害

に
つ

な
が

る
お

そ
れ

が
あ

り
ま

す
。

一
斉

帰
宅

を
抑

制
す

る
た

め
に

、
従

業
員

等
に

「
む

や
み

に
移

動
を

開
始

し
な

い
」

こ
と

を
周

知
す

る
と

と
も

に
、

施
設

内
で

待
機

す
る

従
業

員
等

の
た

め
の

安
全

な
待

機
場

所
や

３
日

分
の

水
、

食
料

、
寝

具
等

の
備

蓄
品

を
準

備
し

ま
し

ょ
う

。

周周
辺辺

地地
域域

のの
事事

業業
所所

やや
住住

民民
とと

のの
連連

携携
協協

力力
にに

つつ
いい

てて
確確

認認
すす

るる
。。

地
震

の
被

害
は

広
範

囲
に

及
ぶ

た
め

、
周

辺
地

域
の

事
業

所
や

住
民

と
お

互
い

に
助

け
合

う
こ

と
が

重
要

で
す

。
事

前
に

協
力

体
制

に
つ

い
て

話
し

合
っ

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

地
震

が
発

生
し

た
と

き
の

任
務

分
担

を
確

認
す

る
。

自
衛

消
防

の
活

動
を

効
果

的
に

行
う

た
め

に
は

、
自

衛
消

防
隊

長
を

中
心

と
し

て
隊

員
が

各
自

の
任

務
を

行
う

と
と

も
に

、
不

測
の

事
態

に
備

え
て

、
柔

軟
に

対
応

で
き

る
組

織
を

編

成
し

て
お

く
こ

と
が

重
要

で
す

。

事
前

に
、

地
震

が
発

生
し

た
と

き
の

任
務

分
担

を
決

め
、

自
衛

消
防

隊
長

の
指

示
が

な
く

て
も

活
動

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。

自
衛

消
防

隊
長

（
）

※
自

衛
消

防
隊

長
は

防
災

責
任

者
が

兼
ね

る

出
火

防
止

・
初

期
消

火
担

当
（

）

情
報

連
絡

担
当

（
）

避
難

誘
導

担
当

（
）

救
出

救
護

担
当

（
）

震
災

時
の

活
動

計
画

施施
設設

内内
待待

機機
・・

安安
全全

なな
帰帰

宅宅
にに

つつ
いい

てて
確確

認認
すす

るる
。。

け
が

人
の

救
出

や
応

急
手

当
が

で
き

る
よ

う
に

資
器

材
を

準
備

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
非

常
用

物
品

や
救

出
用

資
器

材
は

持
ち

出
し

や
す

い
場

所
に

保
管

し
、

定
期

的
に

点
検

し
ま

し

ょ
う

。

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

作
成

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す

（
東

京
消

防
庁

Ｈ
Ｐ

）

こ
の

事
業

所
防

災
計

画
表

に
必

要
事

項
を

記
入

し
見

や
す

い
と

こ
ろ

に
掲

示
し

て
、

チ
ェ

ッ
ク

欄
を

活
用

し
て

普
段

か
ら

内
容

を
確

認
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
！

！

＜
小

規
模

事
業

所
用

＞

震
災

に
備

え
て

の
事

前
計

画

付録



緊緊
急急

地地
震震

速速
報報

をを
受受

信信
しし

たた
とと

きき
のの

行行
動動

にに
つつ

いい
てて

確確
認認

すす
るる

。。

緊
急

地
震

速
報

は
、
地

震
の

発
生

及
び

そ
の

規
模

を
い

ち
早

く
知

り
、
数

秒
か

ら
数

十
秒

前

に
強

い
揺

れ
が

来
る

こ
と

を
知

ら
せ

る
も

の
で

す
。
緊

急
地

震
速

報
を

受
信

し
た

場
合

は
、
即

座
に

落
下

物
等

か
ら

身
を

守
る

措
置

を
と

り
ま

し
ょ

う
。

出出
火火

防防
止止

のの
たた

めめ
のの

行行
動動

及及
びび

初初
期期

消消
火火

活活
動動

にに
つつ

いい
てて

確確
認認

すす
るる

。。

地
震

発
生

後
に

火
災

が
発

生
し

拡
大

す
る

と
、

消
防

用
設

備
等

の
破

損

や
、

断
水

な
ど

に
よ

り
消

火
が

困
難

な
た

め
、

被
害

が
大

き
く

な
り

ま
す

。

地
震

発
生

後
の

火
災

を
防

ぐ
た

め
に

は
、
ま

ず
身

の
安

全
を

図
り

、
揺

れ

が
お

さ
ま

っ
て

か
ら

確
実

に
火

の
始

末
を

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

地
震

後
の

火
の

始
末

と
初

期
消

火
に

つ
い

て
十

分
に

確
認

し
て

お
き

ま

し
ょ

う
。

被 被
害害

状状
況況

のの
把把

握握
、、

情情
報報

収収
集集

、、
情情

報報
等等

のの
伝伝

達達
にに

つつ
いい

てて
確確

認認
すす

るる
。。

不
確

実
な

情
報

や
デ

マ
は

パ
ニ

ッ
ク

を
引

き
起

こ
し

、
被

害
の

拡
大

に
つ

な
が

り
ま

す
。

ラ
ジ

オ
、

テ
レ

ビ
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
な

ど
で

正
し

い
情

報

を
入

手
し

ま
し

ょ
う

。
情

報
の

混
乱

を
避

け
る

た
め

、
入

手
し

た
情

報
を

取

り
ま

と
め

、
従

業
員

に
伝

達
す

る
責

任
者

を
定

め
て

お
き

ま
し

ょ
う

。

地
震

時
は

電
話

回
線

が
混

み
合

う
た

め
、

火
災

や
救

急
の

通
報

が
で

き
な

い
場

合
は

、
消

防
署

に
駆

け
つ

け
て

通
報

し
ま

す
。

ま
た

、
外

出
中

の
従

業
員

と
の

連
絡

方
法

を
確

認
し

て
お

く
と

と
も

に
、

事
前

に
定

め
た

家
族

等
の

安
否

確
認

方
法

を
確

認
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

救救
出出

・・
救救

護護
活活

動動
にに

つつ
いい

てて
確確

認認
すす

るる
。。

大
地

震
が

発
生

す
る

と
、

同
時

多
発

的
に

け
が

人
が

発
生

す
る

た
め

、
消

防
隊

の
到

着

が
大

幅
に

遅
れ

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

ま
す

。
救

出
・

救
護

活
動

を
自

分
た

ち
で

行
え

る
よ

う
に

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。

救
出

活
動

は
、

必
ず

自
己

の
避

難
路

の
安

全
を

確
保

し
、

二
次

災
害

に
十

分
注

意
し

て

行
い

ま
し

ょ
う

。
建

物
の

下
敷

き
な

ど
の

事
故

と
火

災
が

同
時

に
発

生
し

た
場

合
は

、
原

則
と

し
て

火
勢

を
抑

え
て

か
ら

救
出

活
動

に
あ

た
り

ま
し

ょ
う

。

地
震

時
に

は
、

多
く

の
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
が

停
止

し
、

閉
じ

込
め

が
発

生
す

る
と

予
想

さ

れ
ま

す
。

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
管

理
会

社
の

連
絡

先
を

分
か

り
や

す
い

場
所

に
掲

示
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

避避
難難

場場
所所

及及
びび

避避
難難

方方
法法

をを
確確

認認
すす

るる
。。

倒
壊

や
火

災
に

よ
り

建
物

が
危

険
な

場
合

は
、

ま
ず

一
時

集
合

場
所

へ
避

難
し

ま
す

。
一

時
集

合
場

所
も

危
険

な
場

合
は

、
避

難
場

所
へ

避
難

し
ま

す
。

（
2

段
階

避
難

）
避

難
場

所

は
東

京
都

や
区

市
町

村
に

よ
り

あ
ら

か
じ

め
指

定
さ

れ
て

い
る

の
で

、
確

認
し

て
お

き
ま

し

ょ
う

。

避
難

場
所

ま
で

の
経

路
を

実
際

に
歩

い
て

確
認

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
建

物
の

倒
壊

な
ど

で
道

路
が

遮
断

さ
れ

る
場

合
が

あ
る

の
で

、
複

数
の

経
路

を
計

画
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

避

難
す

る
前

に
人

員
を

確
認

し
、

ブ
レ

ー
カ

ー
や

ガ
ス

の
元

栓
を

遮
断

し
ま

し
ょ

う
。

避
難

場
所

：
（

）

周周
辺辺

地地
域域

のの
事事

業業
所所

やや
住住

民民
とと

連連
携携

協協
力力

しし
てて

行行
うう

活活
動動

のの
要要

領領
をを

確確
認認

すす
るる

。。

地
震

発
生

時
は

、
同

時
に

複
数

の
災

害
が

発
生

す
る

た
め

、
地

域
で

助
け

合
っ

て
活

動
す

る

こ
と

が
必

要
で

す
。

事
業

所
内

の
対

応
が

一
段

落
し

、
余

裕
が

あ
る

場
合

は
、

周
辺

地
域

の
初

期
消

火
や

救
出

・

救
護

活
動

に
協

力
し

ま
し

ょ
う

。

ララ
イイ

フフ
ララ

イイ
ンン

がが
途途

絶絶
しし

たた
場場

合合
のの

対対
策策

をを
確確

認認
すす

るる
。。

首
都

直
下

地
震

が
発

生
す

る
と

、
電

気
、

ガ
ス

、
上

下
水

道
、

通
信

と
い

っ
た

ラ
イ

フ
ラ

イ

ン
が

停
止

し
、

復
旧

ま
で

に
日

数
を

要
す

る
と

予
測

さ
れ

ま
す

。

事
業

の
継

続
や

早
期

の
施

設
再

開
の

た
め

に
は

、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
が

復
旧

す
る

ま
で

の
代

替
物

品
の

確
保

が
重

要
で

す
。

危危
険険

物物
、、

ガガ
スス

、、
電電

気気
等等

にに
よよ

るる
二二

次次
災災

害害
のの

発発
生生

防防
止止

のの
たた

めめ
のの

措措
置置

をを
確確

認認
すす

るる
。。

電
気

や
ガ

ス
の

供
給

再
開

時
に

火
災

が
発

生
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

地
震

の
後

は
、

設
備

等
の

安
全

点
検

を
行

っ
て

か
ら

使
用

し
ま

し
ょ

う
。

被 被
害害

状状
況況

のの
把把

握握
方方

法法
にに

つつ
いい

てて
確確

認認
すす

るる
。。

地
震

の
後

は
、

思
い

が
け

な
い

と
こ

ろ
に

危
険

箇
所

や
損

傷
箇

所
が

生
じ

て
い

る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

施
設

の
点

検
要

領
や

点
検

作
業

時
の

安
全

確
保

に
つ

い
て

定
め

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

復 復
旧旧

作作
業業

のの
実実

施施
方方

法法
にに

つつ
いい

てて
確確

認認
すす

るる
。。

地
震

後
の

復
旧

作
業

は
、

平
常

時
と

は
異

な
る

環
境

で
行

わ
れ

る
の

で
、

安
全

な
作

業
方

法
を

周
知

徹
底

す
る

な
ど

、
安

全
管

理
体

制
を

確
立

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

危
険

箇
所

の
立

入
を

禁
止

す
る

な
ど

、
安

全
管

理
に

十
分

配
意

し
て

作
業

を
行

え
る

よ
う

に
計

画
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

施
設

再
開

ま
で

の
復

旧
計

画

付録


